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 ２００８年ものこりあと１ヶ月ほどとなりました。 

すっかり寒くなりましたね。 

 

こんにちは、ピーシー・ブレインの高山です。 

 

ホームページの活用方法を中心とした「WEB マーケティングのヒント」という

タイトルで、お役に立つ情報をお届けいたします。 

今月のトピック 
   

ホームページ活用講座 
   

 

■Google が SEO 向けのガ

イドを提供しています 

検索エンジン大手の Google

が、「SEO スターターガイド」

の配布を始めました。 

“Google's Search Engine 
Optimization Starter Guide” 

タイトルのつけ方やサイト構

成、テーマ、リンク、ナビゲー

ションといった SEO 対策とし

てやっておきたい一通りのこ

とに加えて、ウェブマスター

向けの役に立ち情報リンク

など大きく１４の項目が挙げ

られています。 

また、それぞれの項目の中

には、SEO 対策の NG 事例

も書かれているので改めて

確認してみると良いでしょ

う。 

原文は英語で書かれている

ものしかありませんが、PDF

形式で誰でもダウンロードし

て読むことできます。 

 なお、今回のスターターガイ

ドとは別に、ウェブマスター

向けとして提供されている情

報もありますので、見たこと

が無い方は併せて確認して

おくと良いでしょう。 

・【Google】 ウェブマスター向

けガイドライン 

http://www.google.com/suppor
t/webmasters/bin/answer.py?
answer=35769 

・【Yahoo! 】 検索結果でウェ

ブページの表示順序を上げ

るには 

http://info.search.yahoo.co.jp/
archives/002872.php 

（高山） 

前回取り上げた「ホームペー

ジの更新」もそのひとつです

が、以前から継続して多い

ホームページに関する相談

が、 
 
「アクセス数を増やしたい」 
「反応をもっと増やしたい」 
 
というものです。 
 
この二つはよくある悩みと

言ってもよいですね。 
 
 
ところが、話を進めてゆくとこ

んな感じになることが多いの

です。 
 
（相談者のＡさんと私の会話

です） 
 

 
Ａ「ホームページへのアクセ

スが少なくて・・・反応も全

然ないのです」 
 
私「そうですか。今だとどれく

らいの方がホームページ

を見ていますか？」 
 
Ａ「いや、実はそれが分から

ないのです」 
 
私「でも、アクセスが少な

いって仰っていましたよ

ね？」 
 
Ａ「えぇ、そんな感じがしてい

るので・・・」 
 
・・・ 
 

感覚で捉えているだけで、実

際の数字と把握していない

ケースがかなり多いのです。 
 
これではさすがに具体的なア

ドバイスもできません。 
 
そこで、実際の状況を確認し

てもらうために、まずは「アク

セス解析」を利用してもらうこ

とから始めます。 
 
ホームページは以前から持っ

ている方は、「アクセス解析」

をすでに使ったことがあるか

もしれませんが、「使いこなし

ている」という方は意外と少な

いようです。 
 
そこで今回は「アクセス解析」

についてお話ししたいと思い

ます。 
 
 

 

今月のメニュー 

□今月のトピック 
Google が SEO 向けの

ガイドを提供しています 

□活用講座 
アクセス解析 

□ワンポイント解説 
「スタイルシート」 

□お知らせ 
低コストで売上アップにつ

なげるホームページ 

ホームページ活用講座 

～ アクセス解析 

s アクセス解析とは 

s どうして重要なのか 

s 仮説検証 

s 活用のポイント 
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アクセス解析とは 
   

どうしてアクセス解析が重要なのか 
   

アクセス解析で仮説検証 
   

冒頭の会話の例にあるよう

に、感覚的な情報だけでは

適切な対策を取ることはでき

ません。 

ホームページは、作った直後

からすぐに成果があがってい

くケース方が珍しいのです

が、最初から期待してしまう

方も多いのです。 

そして結果が出ないと、 

「そのうちアクセス数が自然

に増えるだろう」 

「いつか誰か見て問い合わ

せしてくれるだろう」 

と考えたくもなるのですが、

そのままの状態では、残念

ながら状況が変わることはあ

りません。 

そんな時こそ、仮説検証が

大切になってきます。 

「いまのホームページのどこ

が良くないのだろうか？」 

「何を改善したら、問い合わ

せが増えるのだろうか？」 

「見込み客はどんな情報を探

しに来ているのだろうか？」 

と考えて、実際に確かめるこ

とを繰り替えしてゆくことが、

売上につながるホームペー

ジづくりには必要です。 

この仮説検証では、検証す

るためにデータを集めること

が必要になりますが、この大

切な情報を収集できる「アク

セス解析」がとても重要な役

割を果たすのです。 

例えば、ホームページの反応

が悪いケースでは、次のよう

な仮説をたてます。 

ü そもそもアクセス数自体が

少ない 

ü アクセス数はある程度ある

がその先の問題で問い合わ

せにつながらない 

 

これらを、アクセス解析の訪

問者数の情報からチェックし

て、問題を特定してゆくこと

ができます。 

他にも、アクセスしている時

間帯や曜日などの傾向か

ら、利用者像を推定すること

もできます。 

s 平日の昼間のアクセス数

が多い 

→ 会社で見ている人が多

そうだ 

s 夜間や週末のアクセス数

が多い 

 → 自宅で見ている人が

多そうだ 

訪問者の特性が分かれば、

現状の施策が有効かどうか

も分かります。 

「アクセス解析」とは、ホーム

ページに関する、 

l ページの表示回数 

l 訪問者数 

l どこのページを見てたど

り着いたか 

l どんなキーワードで検索

してきたか 

l ブラウザやＯＳ、接続元

など見ている人の環境 

 

という情報を、 

l 月別 

l 週別 

l 日別 

l 時間帯別 

 

といった単位で集計し、一覧

やグラフなどの形式で見るこ

とができるツールや機能のこ

とを指しています。 

解析と聞くとなにやら難しそ

うですが、集計がメインです

ので、「アクセス集計」という

呼び方をすることもありま

す。 

似たようなツールに、個人向

けのホームページでよく利用

される「アクセスカウンター」

がありますが、これは設置し

たページの表示回数しか

チェックできません。 

「アクセス解析」では、ホーム

ページ全体の情報を集める

ので、自分のホームページと

ホームページを見ている人

に関するいろいろな情報を得

ることができます。 

このようにアクセス解析を利

用することで、ホームページ

を活用してゆく上で欠かせな

い重要な情報を集めることが

できます。 

 

 

では、アクセス解析はなぜ重

要なのか話を続けましょう。 

 

 
例えば、 
ホームページの反応が悪
い場合、 
 
ü そもそもアクセス数自体

が少ない 
ü アクセス数はある程度あ

るがその先の問題で問い
合わせにつながらない 

 
のような仮説を立てます。 
 
これらは、アクセス解析の
訪問者数の情報からチェッ
クして、問題を特定してゆく
ことができます。 
 
もしこのときに、短絡的に
「アクセス数が少ないことが
問題だ」と原因を決めつけ
てしまったらどうなるでしょう
か・・・ 
 
本当の原因が分からないま
ま広告などにムダにお金を
使うことになって 
しまいます。 
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アクセス解析の活用のポイント 
  

 

ワンポイント解説 

「スタイルシート」 
 

  

まず重要なポイントは、解析結果を見る前に 「ホームページを

アクセスする人たちにどのように見て欲しいか」をきちんと把握

しておくことです。 

どういう流れで見て欲しいかを考えずにアクセス解析の結果を

見てしまうと、単に「増えているか、減っているか」を眺めている

だけになってしまいます。 

s 一番見て欲しいページはどこか 

s 一番見て欲しいページに誘導するためのページはどれか 

 

などを、しっかりと頭にいれておきましょう。 

次に、アクセス解析から分かる実際に把握しておきたい情報を３

つ挙げます。 

１． 訪問者数（何人の人がホームページに訪れてくれたのか。

※注：何ページではなく人数です） 

２． ページごとの閲覧数（どのページがどれぐらい見られてい

るか） 

３． リンク元の情報（どこのサイトから来たのか） 

 

１、２番目の項目からは、 

 「トップページだけ見て別のサイトへ行ってしまう人や、見るの

を止めてしまう人が多いようだ。」 

 「一番見て欲しいページの閲覧数が少ない。このページのアク

セスをもっと増やすためにはどう誘導すれば良いか。」 

 「訪問者数に対する申込数が少ない。もっと反応率を上げる

ためにはどうしたら良いか。」 

 「申込ページのアクセス数に対する実際の申込数の割合（申

込率）は高いようだ。だったら申込ページのアクセス数を増やせ

ばもっと申込が増えそうだ。」 

といった、様々な仮説を立てる材料として利用できます。 

また、 

３番目の項目からは、 

 「Yahoo!の検索結果から、ページに来ている人が多い。」 

 「広告からのアクセスがかなりの割合を占めている。」 

などの情報を知ることができます。 

さらに、「どんなキーワードで検索されて来ているか」などが解

析データとして提供されている場合には、SEO 対策のキーワー

ド情報として役立てることができます。 

また、予想もしていないキーワードの反応が高いことが分かれ

ば、新たなニーズを発見することにもつながります。 

うした時でもファイルの変更は

最小で済みます。 
 ブログなどが、簡単にスキン

（見た目）を変更できるのもこ

のおかげです 
 
・検索エンジンと相性が良い 

検索エンジンは文書の構造を

分析して蓄積します。見栄え

などの情報は ほとんど利用

しません。 
ＨＴＭＬで表現する文書がシン

プルな構造になると、検索エ

ンジンに認識されやすいペー

ジの最初の方に重要な情報を

記述することもでき、ＳＥＯ対

策がより容易になります。 
 
 ほかにも、印刷用や携帯用と

いったページをスタイルシートだ

けで簡単に切り替えることがで

きたり、音声読み上げソフトに

とってもやさしいホームページが

作れるといったメリットなどもあり

ます。 
 
このように、利用できる環境も整

いメリットの多いスタイルシート

ですが、その活用にはまだまだ

技術・ノウハウ・経験が必要なの

が現状です。 
 
 
 

スタイルシートという言葉は、ホー

ムページ制作の現場では頻繁に

飛び交う言葉ですが、普段はあま

り耳にしないかも知れません。と

ころが、最近ではＳＥＯ対策に関

連して、スタイルシートが注目さ

れています。 
 
ホームページは、HTML という書

式の文章を使って表現されていま

す。 
 
この HTML ですがもともとは、文

章の構造を表すものとして規定さ

れました。 
 
見出し１、見出し２、見出し３・・・

引用や強調といった具合です。 
それらに対応する項目を「タグ」と

して定義されています。 
 
ところがこのＨＴＭＬ、その後、「文

字を大きくする」「色をつける」と

いった見栄えに関する情報を指

定できるように拡張されてゆき、

いつの間にか本来の意味とは

違った使われ方をするように

なってしまいました。 
 
こうなると検索エンジンなど、機

械的に処理するケースではいろ

いろと不都合が生じてきます。 
 
そこで、文書構造と見栄えに関

する情報を分離して、本来の形

にしようということになりました。 
 
このときに見栄えに関する情報

を管理するように、定義された

のが「スタイルシート」です。 
 
スタイルシートが注目される理

由に、利用することによって得ら

れるメリットがあります。 
例えば次のようなものです。 
 
・表示スピードの向上 

見栄えの情報が分離されて、

共有されることで、１ページあ

たりのデータ量が減ります。 
 
・メンテナンス性 
共通部分のデザイン情報を１

箇所で管理できますので、

ホームページ全体を変更しよ
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お知らせ 
■低コストで売上アップ！  役立つガイドブック提供中 

◇自分で更新できる企業ホームページの作り方 

更新費用を抑えつつ売上アップにつながるホームページの作成方法が分かるガイドブックを無料で提

供しています。A4ページ２段組で 41ページ、単行本にすると一冊に相当するだけのボリュームです。 

経営者に必要な「ホームページ活用のエッセンス」をこの中に凝縮していますの

で、ガイドブックを一冊読めば、他の書籍を読む必要はありません！ 

このガイドブックを手に入れることで、 

ü 対応の悪い業者につきあい続けて、高い更新費用を請求されることが

なくなります 

ü 自社のホームページが、なぜ商売に少しも役に立たないのかを知るこ

とができます 

ü ホームページを自社のビジネスにどう活用すればよいのか、ストーリーがイメージできます 

ü ホームページの反応率をアップするためのポイントが分かります 

ü アクセスアップのポイントが分かります 

 

いまならこのガイドブック（製本版は有料：1500 円・税込・送料込）を無料でプレゼントしています。 

ご希望の方は、弊社担当者にご連絡いただくか、次のページからお申込みください。 

 

http://www.webquick.jp/c/guidebook.html 

他にも以下の役に立つ情報冊子を用意しております

ので、必要に応じてご請求ください。 

◇自分で更新できる SEO 対策 

◇集客ホームページ作成講座（基礎編） 

◇ホームページ関連サービスのご紹介 

あとがき 
このところ新サービスの立ち上げに関連していままでにないくらいたくさんの文書を書いています。 

いままではどちらかというと聞かれたことについてはしっかりと説明するという対応の仕方だったのです

が、多くの体験・経験がありますので、それをお伝えしてゆくことにしました。 

今回のニュースレターもそのひとつです。慣れるまでは思っていることがうまく伝えきれないかも知れま

せんが、どうぞお付き合いください。 

ニュースレターを読んでの感想、取り上げて欲しいテーマなど、ぜひご意見をお聞かせ下さい！ 

→ FAX:047-311-6678 / 電子メール：info@pcbrain.co.jp 

 

 

 

株式会社ピーシー・ブレイン 
 
発行責任者：高山卓巳 

〒270-2253 

千葉県松戸市日暮１－２－６ 

勝どきビル３F 

株式会社ピーシー・ブレイン 

 

〒270-2253 

千葉県松戸市日暮 1-2-6 

勝どきビル３F 

 

電話番号 

047-311-6677 

 

Fax 

047-311-6678 

 

E-mail 

info@pcbrain.co.jp 

 

営業時間： 
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地域で一番ネットを使った商売に

詳しいコンサルティング企業 
 
- Web マーケティングコンサル 
- ネット集客支援 
- ホームページ制作 
- SEO リニューアル 
- WEB システム開発 

 
当社 Web サイト 
URL: 
http://www.pcbrain.co.jp 
http://www.webquick.jp 
 
 
 

 
We’re on the Web! 
See us at: 
www.contoso.com 
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